
平成２６年度第２回契約監視委員会 議事概要 
（平成２６年度契約分） 

 
 
１．日時 

平成２６年９月２９日（月）１３：５５～１５：５５ 
 
２．場所 

独立行政法人海洋研究開発機構 東京事務所 
 
３．出席委員（敬称略） 

他谷  康（委員長） 
前田 裕子 
富岡 英次 
上岡 広治 
杉本 信幸 
柳澤 義一 

 
４．審議概要 
（１）平成２６年度第１四半期の対象案件の概要について経理部担当者から説

明があり、各案件に対する契約手続き等の妥当性について審議が行われ

た。 
（２）平成２６年度第１四半期における契約（競争性のない随意契約、一者応

札、一者応募）について、委員長から全件の点検結果について報告があ

り、指摘事項について審議が行われ、点検結果について了承された。 
（３）２ヶ年連続一者応札・応募改善状況のフォローアップ票について委員長

から、持ち帰りで意見をいただき、それを受けて公表の手続きを進めた

い旨説明があり、了承された。 
（４）関連法人における平成 25 年度契約実績の比較および経年変化について、

経理部担当者から説明があり、質疑応答が行われた。 
 

以上 
  



平成２６年度第３回契約監視委員会 議事概要 
（平成２６年度契約分） 

 
 
１．日時 

平成２６年１２月８日 (月) １３：３０～１５：２０ 
 
２．場所 

独立行政法人海洋研究開発機構 東京事務所 
 
３．出席委員（敬称略） 

他谷  康（委員長） 
富岡 英次 
上岡 広治 
杉本 信幸 
柳澤 義一 

 
４．審議概要 
（１）前回議事録案について、担当者より補足説明があった。 
（２）２ヶ年連続一者応札・応募改善状況のフォローアップ票について委員長

より説明があり、これをもって委員会の最終コメントとし、契約課の講

ずる措置を記入後、公表の手続きを進めたい旨説明があり、了承された。 
（３）随意契約に係る事務規則等の見直しに関する進捗状況について、担当者

より報告があった。 
（４）平成２６年度第２四半期の対象案件の概要について担当者より説明があ

り、各案件に対する契約手続き等の妥当性について審議が行われた。 
（５）平成２６年度第２四半期における契約（競争性のない随意契約、一者応

札、一者応募）について、委員長より全件の点検結果について報告があ

り、質疑応答の後、点検結果について了承された。 
（６）契約課が実施した契約の成果について、担当者より報告があった。 

以上 
  



平成２６年度第４回契約監視委員会 議事概要 
（平成２６年度契約分） 

 
 
１．日時 

平成２７年３月５日 (木) １３：３０～１５：３５ 
 
２．場所 

独立行政法人海洋研究開発機構 東京事務所 
 
３．出席委員（敬称略） 

他谷  康（委員長） 
富岡 英次 
上岡 広治 
杉本 信幸 
柳澤 義一 

 
４．審議概要 
（１）平成２６年度第３四半期の対象案件の概要について担当者より説明があ

り、各案件に対する契約手続き等の妥当性について審議が行われた。 
（２）平成２６年度第３四半期における競争性のない随意契約について、委員

長より全件の点検結果について報告があり、質疑応答の後、点検結果に

ついて了承された。 
（３）２ヶ年連続一者応札・応募改善状況のフォローアップ票について委員長

より説明があり、改善取組内容の書き方等について検討を要する旨発言

があった。 
（４）契約事務規則等の改正（案）について、担当者より説明があり、委員よ

り一部適切な文言に修正するよう発言があった。 
（５）調達における新たな取り組み等について、担当者より報告があった。 

以上 
  



平成２７年度第１回契約監視委員会 議事概要 
（平成２６年度契約分） 

 
 
１．日時 

平成２７年６月５日 (金) １４：００～１５：４５ 
 
２．場所 

国立研究開発法人海洋研究開発機構 東京事務所 
 
３．出席委員（敬称略） 

他谷  康（委員長） 
富岡 英次 
上岡 広治 
杉本 信幸 
篠原 一馬 

 
４．審議概要 
（１）委員の交代について委員長より紹介があり、新任の篠原一馬氏より挨拶

があった。 
（２）平成２６年度第４四半期の対象案件の概要について担当者より説明があ

り、各案件に対する契約手続き等の妥当性について審議が行われた。 
（３）平成２６年度第４四半期における競争性のない随意契約の事前点検結果

について委員長より報告があり、了承された。 
（４）２ヶ年連続一者応札・応募改善状況のフォローアップ票について担当者

より様式の変更点について説明があった。また委員会コメントの修正に

ついて委員より発言があり、委員長一任で修正ののち公表することで了

承された。 
（５）平成２７年度国立研究開発法人海洋研究開発機構調達合理化計画（案）に

ついて担当者より説明があり、重点的に取り組む分野と数値目標の示し

方などについて点検が行われ、PDCA サイクルにつながるよう再整理す

ることとなった。 
以上 
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